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研究成果の概要： 
本研究では、英語母国語圏の英語使用者がインド英語のような“outer circle”に属する英

語を聞き取る際、韻律的手がかりを利用しているかどうかを明らかにするため、４つの条件下

における音声言語認識実験を行った。実験の結果、次の四点が示唆された。 

（１）音節の長短によって形成される表現の全体的なリズム情報（音節拍リズム）が、音声言

語の認識に貢献する。 

（２）非定型表現におけるメロディ情報は、疑問文・平叙文などの文構造の認識に貢献する。 

（３）英語母国語圏の英語使用者は、インド英語に比べアメリカ英語の聞き取りにおいてより

効果的にプロソディ情報を利用する。 

（４）インド英語の聞き取りでは、アメリカ英語の聞き取りに比べ、語の境界線(word boundary)

をまたぐ聞き間違い（誤聴）が頻繁である。 
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１．研究開始当初の背景 
 
Jenkins (2000)は、音声英語の分かりやす
さを決定する音韻的な共通核として、最も重
要であるのは a)子音の弁別、b)子音束による
簡略化、c)母音の長さによる区別、d)核強勢
だと指摘している。特に子音の弁別と母音の
長さによる区別については Hung (2002)も述
べているとおり、ある単語を別の単語と区別
するのに必須であるため、明確に使い分けを
しなければならない。Jenkins (2000)はリズ
ムやイントネーションなどプロソディに関
わる特徴を最重要共通核としてはあげてい
ないが、Lindfield, Wingfield & Goodglass 
(1999)や Rost (2002)の研究により、英語母
語話者はプロソディの手がかりを使うこと
により、分節音素を最後まで聞かなくても単
語を認識できることがわかっている。つまり、
子音や母音の区別といった分節音素情報に
加え、リズムやイントネーションといった超
分節音素情報をも単語認識の手がかりとし
て利用できる力を持っているのである。一方、
日本人英語学習者は分節音素の聞き取りに
頼り過ぎて、超分節音素など利用できるはず
の他の情報を十分に利用できていないと考
えられている（竹蓋，1984）。 
 
村尾(2006)では、英語母国語圏における英
語使用者が、どのような音韻的手がかりを利
用して英語を聞き取っているのかについて
研究した。研究の結果、アメリカ英語、イギ
リス英語、オーストラリア英語など“inner 
circle”(Kachru, 1985)に属する話者は、同
じ inner circle の話者が話すのを聞く際に、
表現レベルでもプロソディ情報を利用して
いることが明らかになった。具体的には、日
常的に頻繁に使われる定型表現であれば、ロ
ーパスフィルタにより分節音素を劣化させ
た音声であっても、その表現のリズムやメロ
ディの手がかりを利用して表現を認識する
ことができたのである。また、定型表現では
ない自由な語の組合せによる文であっても、
分節音素を全て聞く必要はなかった。この場
合、強音節の分節音素さえ聞こえていれば、
あとは文全体のリズムとメロディを手がか
りに文を認識することができたのである。更
には、分節音素を劣化させた音声を聞いて、
超分節音素情報だけで「WH語＋進行形」とい
った文の構造を把握することができた。つま
り、inner circle に属する英語使用者は、話
す際にはプロソディの手がかりを提供し、聞
く際にはこの手がかりをうまく利用してこ
とばを認識している。このように分節音素以
外に使える情報があるため、音声言語処理時

の負荷が学習者よりも低く、聞き取りが容易
に行われる。 
 
村尾(2006)では、プロソディ情報を与える
条件と与えない条件の二つに分けて実験を
行ったが、より詳細な要因を分析するために
は、メロディ情報とリズム情報に分けた新た
な実験を行う必要がある。なぜならば、イン
トネーションやピッチなど、ことばのメロデ
ィに関する部分はその都度変わるものであ
り、英語の変種(varieties of Englishes)の
点からしても多種多様であるため、音声言語
認識への手がかりとしては相応しくないと
考えることができるためである。一方リズム
に関しても、inner circle の英語は強勢拍リ
ズム(stress-timed rhythm)であるが、outer 
circle や expanding circle の大部分の英語
は音節拍リズム(syllable-timed rhythm)で
話される傾向があるため(Swan & Smith, 
2001)、音声言語認識への手がかりとしてど
のように作用するのかを個別に分析する必
要がある。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、分節音及び超分節音的特
徴を異にする英語を聞き取るにあたり、その
聞き取りやすさを左右する音韻情報の共通
性をプロソディの観点から検討することで
ある。具体的には、異なる英語のプロソディ
に着目し、音声言語情報処理の観点から聞き
手の処理負荷を軽減する要因を分析する。英
語母国語圏の英語話者(“inner circle” 
Kachru, 1985)のみならず、シンガポールや
インドのように英語を公用語として長年使
ってきた国の話者(“outer circle”Kachru, 
1985)が話す英語においても、韻律情報が音
声言語認識の手がかりとなるのかを明らか
にし、その手がかりに共通性が見られるかど
うかを実証する。これによって話し手と聞き
手双方に必要な音韻的共通核としての音声
能力基準を設定することが目的である。研究
課題は以下の二点である。 
 

（１）強勢拍リズムで話す inner circle の
英語使用者は、音節拍リズムで話す outer 
circle の話者の英語を聞き取る際、分節音素
を劣化させてもプロソディ情報を利用して
発話を認識することができるのか。その場合、
メロディ情報を与えずとも、リズム情報と一
部の分節音素情報のみで認識することがで
きるか。または、メロディ情報の有無が認識
を大きく左右するのか。 



（２）Inner circle の英語使用者は、アメリ
カ英語の聞き取りとインド英語の聞き取り
において、プロソディ情報の利用に何らかの
違いがあるか。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では村尾(2006)の実験方法を修正

し、音声言語の認識におけるプロソディの役
割を、リズム情報とメロディ情報に分けてよ
り詳細に検討した。メロディ情報を与える条
件では、ローパスフィルタをかけることによ
り分節音素を劣化させ、F0変化がわかるよう
にした。メロディ情報を与えずリズム情報の
みを与える条件では、ローパスフィルタで分
節音素を劣化させる前に、音声分析ソフトで
F0 を一定にすることで、イントネーションを
取り除いた。 
 

 村尾(2006)の実験結果との比較を可能に
するため、実験項目には同じ文を利用した。
従って、本研究の実験条件は（１）メロディ
情報を伴う定型表現、（２）メロディ情報を
伴う非定型表現、（３）メロディ情報を伴わ
ない定型表現、（４）メロディ情報を伴わな
い非定型表現、の４つである。各条件の実験
項目は２４文である。 
 
 実験方法としては、音節ごとに呈示するゲ
ーティング法を利用した。呈示する音節は前
から順ではなく、強音節を前から呈示した後、
弱音節を前から呈示するようにした。実験に
は HSP プログラムを使用した。 
 実験音声はインド出身の英語話者による
録音であり、英語のリズムは強勢拍ではなく、
音節の長短によって形成されている。一方、
実験参加者はアメリカとイギリス出身の英
語母語話者１０名である。参加者はゲーティ
ング呈示された音声をランダマイズされた
４つの条件下で聞き、聞き取った（または推
測した）表現を口頭で答えるよう指示された。 
 
従属変数は表現が正しく認識された時点
での分節音素呈示率であり、説明変数は４つ
の実験条件である。インド英語の超分節音素
的特徴が、inner circle の話者にとって音声
言語認識の手がかりとなるのかどうかを明
らかにするため、分散分析を行い、各条件に
おける表現認識速度を比較した。また、村尾
(2006)で行ったアメリカ英語での結果の一
部と本研究の結果を比較し、inner circle に
属する聞き手にとって同じ inner circle の
話し手の英語における超分節的特徴の方が

認識に貢献しやすいのかどうかを検証した。
更に聞き間違い（誤聴）の特徴を探ることに
より、アメリカ英語とインド英語が提供する
プロソディの手がかりの違いが音声言語認
識に影響していないかどうかを分析した。 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
本研究では、英語母国語圏の英語使用者が
インド英語のような“outer circle”に属す
る英語を聞き取る際、韻律的手がかりを利用
しているかどうかを明らかにするため、四つ
の条件下における音声言語認識実験を行っ
た。実験の結果、次の四点が明らかになった。 
 

（１）ローパスフィルタにより音素情報を劣
化させ、F0 を一定にすることによりメロディ
情報をも取り除いた条件において、表現のリ
ズム情報が音声言語認識に大きな役割を果
たした。これは特に定型表現の認識おいて顕
著であり、平均して表現の 26.73%の分節音素
が呈示されれば、メロディ情報が与えられな
くともリズム情報を手がかりとして表現を
認識することができた。インド英語は強勢拍
リズムではなく音節拍リズムであるにも関
わらず、リズム情報が利用されたという結果
は、音節の長短によって形成される表現の全
体的リズムが、音声言語の認識に貢献するこ
とを示している。これは Jenkins (2000)の指
摘と一致している。 
 

（２）非定型表現の認識においてはリズム情
報だけでは手がかりが不十分であり、メロデ
ィ情報が必要であることが明らかになった。
リズム情報のみの条件では、77.81%の分節音
素を呈示する必要があったが、メロディ情報
を提供することにより、分節音素呈示率は
62.59%へと減少した。非定型表現におけるメ
ロディ情報は、疑問文・平叙文などの文構造
の認識のために使われたと考えられる。 
 

（３）英語母国語圏の英語使用者は、第二言
語として英語を使用しているインド人話者
の英語の聞き取りにおいてもプロソディ情
報を有効に利用していることが明らかにさ
れたが、同じ英語母国語圏のアメリカ英語の
聞き取りにおいて、有意に多く利用されてい
ることが明らかとなった。特に定型表現にお
いては、プロソディ情報が与えられた場合、
インド英語では 18.02%の音素情報を必要と
したのに対し、アメリカ英語ではわずか



4.42%の音素情報で、表現が認識されている。
これは本研究で利用した定型表現の実験項
目が、アメリカ英語では韻律的慣用性
(Intonational Idiomaticity)の高い表現で
ある可能性が考えられる。非定型表現におい
ても、インド英語ではメロディ情報とリズム
情報の両方が与えられていても 62.59%の分
節音素情報を必要としたが、アメリカ英語の
聞き取りにおいては 53.47%であり、有意な差
が見られた。 
 

（４）インド英語の聞き取りは、アメリカ英
語の聞き取りに比べ、語の境界線(word 
boundary)をまたぐ聞き間違い（誤聴）の数
が圧倒的に多いことが明らかとなった。語の
境界線をまたぐ聞き間違いとは、例えば “no 
thank you”を “no comment”と間違えたり、 
“leave at four”を“Liverpool”と間違え
るように、複数語を単語１語と認識する例や、
逆に“I can’t really go”を“I can’t let 
you go”と間違えたり、“he’s crazy about 
it”を“please tell me about it”と間違
えるように、単語１語を複数語に認識する例
である。 
アメリカ英語の聞き取りは被験者数が１

４名であったが、語の境界線をまたぐ聞き間
違いの件数は１２件であった。これに対し、
インド英語の聞き取りは被験者数が１０名
で、この種類の聞き間違いが２７件確認され
た。また、メロディ情報を削除し、リズム情
報のみを与えた条件においても、語の境界線
をまたぐ聞き間違いは３５件確認されてい
る。 
インド英語は音節拍リズムであり、音節の

長短によってリズムが形成されているため、
強勢拍リズムと比べて語の境界を特定しづ
らいのではないかと考えられる。この点につ
いては、音節拍リズムの英語を話す outer 
circle の話者を被験者として、インド英語と
アメリカ英語の両方を聞かせた場合に、同様
の結果が得られるかどうかという追実験を
行う必要がある。もし、outer circle に属す
る話者にとっても、インド英語の方が語の境
界線をまたぐ聞き間違いが多いのであれば、
リズムの違いが連続音声の分節化に影響す
るということになる。同様の結果が得られず、
アメリカ英語の方が語の境界線をまたぐ聞
き間違いが多ければ、聞き手がどのリズムの
英語を聞きなれているかが原因であると判
断できる。この点は今後の課題である。 
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